















































































































































































































































































c 集めたら 3600 でした。









C 角Aは12 0。，角Bは75° ，角Cは85 
。，角Dは80° でした。
c 式が言えます。式は， 120+75+85+























で， 1 8 0×4=720になります。
c 720。になるから違うよ。
T 今までの求め方では， 36 0° でしたね。ど
うして72 0° になるのでしょう。







c 1 8 0×4=720, 720-360=3 
6 0，答えは36 0° です。
[4つに分ける考えを説明する子ども】
本時における指導の工夫⑤（対話的な学び）
グループで話し合う活動を取り入れ，お互
いの考えを伝え合うだけでなく，グループと
しての考えをまとめさせることにより，お互
いの考えのよさを取り入れながら新たな考
えをつくることができるようにする。
本時における指導の工夫⑥（深い学び）
四角形の角の和の求め方をそれぞれ比較
することで，どれも習った三角形の角の和の
求め方を用いて考えているという共通点に
気付いたり，「どんな三角形も 3つの角の和
は18 0。になるJという既習の知識を活用
するよさをとらえたりしやすくする。
T 4つの求め方がありました。おすすめの求
め方は，ありますか？グループで話し合っ
てみましょう。
?
?
? ?
【おすすめの求め方を話し合う子ども】
T どの求め方がおすすめですか？
c ぼく達は， 2つの三角形に分ける求め方が
おすすめです。理由は，習った三角形の内
角の和が使えるからです。
c 4つの三角形に分ける考え方も習った三角
形の内角の和を使っているけど， 2つに分
けた方が簡単でした。
c 角を一点に集めるのは，もっと角の数が増
えると使えなくなりそうです。
c 分度器で測っても求められたけど，これも
角の数が培えると計算が増えそうです。
c やっぱり，三角形の内角の和が使えるよう
に，対角線を引いて三角形に分ける考え方
がいいと思います。
I 4 本時のまとめをする。
T 今日は，四角形の4つの角の和を求めまし
た。
c 4つの角の和は， 360。でした。
c いろいろな求め方がありました。
c おすすめは，対角線で三角形に分ける求め
方です。
T どうして，おすすめなのかな？
c 習った三角形の内角の和が使えるからで
す。
c この求め方は，もっと角の数が多い図形で
も使えそうです。
T 四角形の角の和を求める時に大切なことは
何でしたか？
c 四角形の角の和を求めるときに，習った三
角形の角の和が使えました。
c 三角形の角の和の求め方が使えたけど，対
角線で三角形に分ける方法が一番簡単でし
た。
5 考察
本研究では， 「四角形の内角の和」の実践を
通して，主体的・対話的で深い学びを実現する
授業づくりについて考察した。
授業の導入では，四角形を提示して観察させ，
気付いたことを話し合わせる活動を取り入れる
ことにより，子どもは三角形より角が一つ多いこ
とに着目し，三角形の角の和の求め方が使えそう
だという課題解決のための見通しをもつことが
できた。
四角形の内角の和の求め方を考える際には，三
角形の時と同じ図形をかいたカード、を使って考
える活動にすることで，既習の三角形の角の和の
求め方を使って試行錯誤をしながら主体的に課
題解決に取り組むことができた。また，ワークシ
ートに図や式，言葉の説明を書き込めるようにす
ることで，図や式を結び付けながら根拠を明らか
にし，筋道立てて説明し合うことができた。
また，全体で話し合う際には，図や式を結び付
けながら板書に位置付けていくことで，子どもが
友達の考えに付け足しをしながら，一つ一つの考
えを広げ深めていく姿が見られた。
さらに，グループで， 4つの求め方について比
較し，話し合う活動を取り入れた。これにより，
どの求め方も既習の三角形の角の和の求め方を
使っていることや，三角形の内角の和を使って考
えるよさに気付くことができた。加えて， 「もっ
と角が多くなると…Jといった，次の学びへと向
かう主体的な姿も見られた。
一方で，対話的な学びをより充実させる必要性
も感じた。教師の介入をできるだけ少なくし，子
ども達が考えを広げ深めることができるように
したいと考える。今後も，主体的・対話的で深い
学びの実現をめざした授業づくりについて，より
一層研究を深めていきたい。
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